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Nitze像 に 想 う

和歌山県立医科大学助教授 金 沢 稔

過般,武 井 器械 店 よ り,創 業41周 年,会 社設立10周 年 を記念 してNitzeの 肖像 を贈 られ

たが,MaxNitzeが,JosephLeisterの 協 力を得 て膀胱鏡 を完成 し,之 をWienの 医 学

会で発表 したのは,今 を去 る78年 前 の1879年 で あつた.

もつ とも,Nitze以 前 に も人体 の膀胱 内を観 ん との試 みは,1805年Bozziniに よつ てな

され たが,勿 論実 用に供 し得 べ くもない幼稚 な もので,1853年 に なつ てD6sormeauxが 一

種 の直達鏡 を作製 し,彼 は之を用 いて初 めて膀胱 の内部 を観 る事 に成功 した.

然 し,電 流を用 い,光 源を膀胱 内に置 いて膀胱 を観察す るとい う意 図を もつ て,而 もプ リ

ズ ムに よる光線 屈折 の理 を応用 した現在 の膀胱鏡 と同一原理 に基 く膀胱鏡 を完成 した功 労者

は,何 といつ てもNitzeそ の入で ある.

今 目,泌 尿器科 学が独 自の境地 を開拓 し,比 較的 短い年 月の間に劃期的 な発達 を遂 げ,医

学の一分科 として立 派に独立 した地位 を確保す るに至つ たのは,実 にNitzeを 開 祖 とす る

内視鏡 の飛躍 的 な発展の歴 史がその底流を な して貢献 してい る事 に思 いを いた さね ぱなるま

い.

この ように内視鏡は主 として ヨーロッパで発達 して,米 国に於 てはYoung,McCarthy

等 の指導 の もとに数 多 くの精密な器械が作製 され るようにな り,今 日では質的 に も,そ の品

種 の多 い事 に於 ても,米 国は世界 を凌 駕 してい るかの観が ある.

吾 国 に於 て,初 め て膀胱鏡が輸 入されたのは明治27,8年 頃 と灰聞す る.そ して朝倉丈三

先生 が 「膀胱鏡学」 を著わ され,初 めて普及 され るに至 つた もので ある.

そ して大 正7年 末,坂 口勇氏の指導 によ り吾 国初めての検 査用膀胱鏡が武井勝氏 によ り完

成され,第8回 の 日本 泌尿器科学会総会 に於 て和製膀胱 鏡供 覧 と題 して坂 口氏 によ り紹介 さ

れた.そ して今 日見 るが如 き立 派 な国産膀胱鏡其他 の泌 尿器科 的器械 が生 れ るに至 る迄 には.

同氏 が幾 多の技術上 の困難,経 済上 の危機或 いは中傷 と闘つて来 た尊 い苦 闘の道が あつた事

を振 り返 らねばな らない.

国産内視鏡 も改良 に改良 を加 え られ,優 秀 な もの とな りつつあ る事 は認 め るが,現 在の段

階では,ま だ何 といつて も外国製 品に較べ る と品質的 に も劣 るようで ある し,そ の器具 の種

類 か らいつても,も つ と創意 工夫を して新 らしい ものを作 り出す よう努 力 して貰い度 い と念

願す るの は私 のみでなか ろう.

一 昨年
,LosAllgelesのBarnes教 授 の も とに留学 され た伊藤博 士か ら,同 教授が ドイ

ツで発刊 され る泌尿器科学 のEncyclopediaのEndoscopy部 を執筆 中で,そ の中の一章

に 日本 に於 け る器械を紹介 しようとされ てい るとい うお便 りを頂 いた事 が ある.そ の一章 と

い うのは,forward,foroblique,rightangle,retrogradeの,約170。 の視野 を 見る事が
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出来 るMcCarthy``periscopic"Cystoscopeを 紹 介 し,``asimilarinstrUmentis

manufacturedinJapanandusedwidelyinthatcountry"と い うわけであ るが・

similarinstrumentと い つて も,periscopeの よ うにrearsurfacemirrorを 動 かす事

に よ りこの ような広 視野を見 得 る便利 なものはな く,両 側 尿管 ロを 同時 に見得 るwidevisi-

onの も の と,retrogradeの ものが ある丈で ある.必 然的 に このEncyclopediaの 原 稿 は

残念乍 ら書 き改め られた事 であろ う.

叉,伊 藤 氏は主 としてtransurethralresectionを 習得 して来 られたので あるが,本 邦

製 品 ではcuttingcurrentが 十分 でな く,切 除が不十分 で ある との事 であつた.

そ れ か といつて,SternMcCarthyのelectrotome一 式 を取 り揃 え るには あま りに も高

価 す ぎるので,早 く国産の優秀 なのが出来て,同 氏 に よ りTURを 本 邦 に も普及 さ して頂 き,

こ の方面 の立 ち遅 れ を何 とか取 り戻 し度 い もの と念願 していたが,最 近 武井が,Birtcher

のelectrosurgicalunitを 参 考 に して鋭意改善 に力を注 ぎ,実 用 に供 し得 るものが 出来 つ

つ ある事 を聞いて慶 賀 に堪 えない.

其 他,KirwinCystoscope,ButterfieldfemaleUrethroscope等 吾kの 羨 望 に堪 えな

い よ うな器械 はい くらで もあ る.膀 胱 の天然色映画や,テ レヴィ ジ ヨンな ども行 われてい る.

器 械 な どあ まり重 視 しない人 もあるか も知れ ないが,凡 そ,そ の 国の泌尿器科 学の発達の

程度 はinstrumentalUrologyの そ れ と平行す る もの と思 われ る.

そ うか といつて,高 価 な器械ばか り作つ ても,日 本 の現状 では需要,供 給 の均衡 が保たれ

な い とい う事 もあ ろう.

然 し,蔽 に各 腎機能検査 とい うような,泌 尿器科 領域 に於 け る最 も基礎 的 な問題 について

考 えて見 て も,日 常行 われるイ ンヂ ゴカル ミン試験,排 泄性腎孟撮影 な どは正確 な検査 とは

云 い難 く,其 他 の検 査法 も複雑 な割 に微妙 な種 汝の影響 を受 け易 く,実 際 に臨床 に役立 たせ

得 る ものは勘 い現 状で ある。

外科的腎疾患 を取扱 う上 に於て,保 存 手術の是非の判定,両 腎疾 患に於け る第一 次手術側

や第二 次手術時 機の決定 ・予 後の判定等に当つ ては,各 腎機能 を分 節的 に而 も正確 に測 る事

が望 ま し く,現 在 の段階 ではク リア ランス法 に優 る腎機能検査法 はないので あるか ら,ど う

して も完全 な腎分 尿について之を行 う事が必要で あるに拘 らず,そ の為 の適 当な カテーテル

が従来本邦 にはなかつた為,こ の ような事 す ら今迄行われ なか つた事 は遺憾 である.

吾kは,フ ランス 製 尿管 カ テー テル と小 ビニール管,良 質 のゴム 嚢 を用 いてballoon

catheterを 試 作 し,之 を用いて各腎 ク リア ランスを実施 しているが,本 カテーテル を用 い

る とク リア ランス以 外種 ・々 の 腎生 理の解明 に勘 なか らず役立 た しめ る事が 出来 る もの と考 え

ている;

之 はほんの山 例で あるが,こ のよ うな事 が案 外吾が 国の泌尿器科 学の盲点 となつて いるの

で ないか と考 え られる.

NitzeのCystoscopeもLeisterの 協 力が なけれ ば完 成されなかつたで あろ う
.日 本 の

ーU
rologistも ・ この 国のinstrumentalUrologyを 確 立 す る為 にまだ多 くの努力 を払 う余

地 は あると思われ る・泌尿器科学講座 の分 離 独立 の問題 も,掛 け声丈 で は実現 する筈 は な

い し・天降 り式 の ものでは結果 として思 わ しか らぬ ものになる催れ が ある.目 本 の医療 制度

の あ り方 をよ く分析 し・各大学 な り病 院の実情 に則 して着実 に之 が実現 の方 向に進めて行 く

べ きであ り・単 なる外科 の一 分科 というような通念 か ら脱却 せ しめ る為 にも
,そ の特殊 性 と

独立の価値 を もつ と実績 を以 て一般 に周知認識 せ しめる必要が あろ う.instrumentalUro-

10gyは そ の ような意 味か らも関心 を もつべ き'事柄 ではあ る.




